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蛍光を発するコロイド量子ドットは、発色の良い蛍光材料として CdSe を筆頭に液晶ディスプ

レイ用バックライト光源として利用されているが、一部の法規制でカドミウムの利用禁止が決定

している。それに対して非カドミウム系代替材料の有力候補であり、硫化銀インジウム (AgInS2) 

に代表される I-III-VI 族 3 元系量子ドットはスペクトル半値幅が非常に広い (FWHM = 200 nm, 350 

meV) という問題を抱え、長い間改善が見られなかった(Fig. 1a)。我々は AgInS2量子ドットに III-

VI 半導体の一つである硫化インジウム (InSx) または硫化ガリウム (GaSx) 被覆を施し、I-III-VI 族

半導体としては初となるバンド端発光を得ることに成功し 2017 年秋季学術講演会にて発表を行

った。この時点ではスペクトル単色性も十分でなく、量子収率も 10%程度と低かった。詳細な分

析により、コアが異なる結晶系の混合物であり、粒径分布が広く形状も不均一であること、非晶

質である硫化ガリウムの膜厚が 0.2 nm 程度と薄いことが明らかになったので、これらを改善すべ

くコア、シェルおよびシェル表面に全面的な改良を加えたところ、大幅な特性の向上に成功し、

半値幅 35 nm, 140 meV で量子収率 56%という良好な値を得ることに成功したので報告する 1。 
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Figure 1. UV-vis and PL 

spectra of (a) AgInS2 core 

NPs and (b) AgInS2/GaSx 

core/shell NPs after TOP 

treatment. PL quantum 

yield was (a) 64% and (b) 

56%. 
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